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いきいき茨城ゆめ国体2019
成年男子・女子出場!!

第
40
回　

北
信
越
国
民
体
育
大
会
の
報
告
、

感
想
、
茨
城
国
体
に
向
け
て
の
抱
負

成
年
男
子
選
抜
監
督　

有
田　

一
矢

し
上
げ
ま
す
。

　

茨
城
本
国
体
は
９
月
30

日
（
月
）
か
ら
成
年
男
子

新
潟
県
選
抜
は
１
回
戦
が

関
東
代
表
の
成
年
男
子
群

馬
県
選
抜
と
ト
伝
の
郷
運

動
公
園
多
目
的
球
技
場
Ｂ

会
場
で
12
時
に
キ
ッ
ク
オ

フ
さ
れ
ま
す
。

　

成
年
男
子
新
潟
県
選
抜

は
北
信
越
国
民
体
育
大
会

で
戦
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
臨

み
、
選
手
ス
タ
ッ
フ
共

に
、
２
０
０
７
年
秋
田
国

体
、
２
０
０
９
年
新
潟
国

体
、
２
０
１
６
年
岩
手

国
体
と
過
去
に
ベ
ス
ト
４

入
り
を
三
回
経
験
し
て
お

り
、
サ
ッ
カ
ー
は
チ
ー
ム

競
技
で
あ
る
以
上
選
手
に

は
攻
守
に
お
い
て
集
中
し

冷
静
に
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
で

き
る
こ
と
と
、
攻
守
で
の

切
り
替
え
の
中
で
は
特
に

守
か
ら
攻
の
カ
ウ
ン
タ
ー

攻
撃
。
攻
撃
か
ら
守
備
の

切
り
替
え
で
は
失
点
に
つ

な
が
ら
な
い
守
備
の
対
応

を
ゲ
ー
ム
が
終
わ
る
ま
で

全
員
が
プ
レ
ー
し
続
け
る

こ
と
と
ゲ
ー
ム
中
、
常
に

コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
こ
と
を
重
要
視
し
茨
城

国
体
に
入
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
最
後
に
大
会
出
場

に
際
し
北
信
越
国
民
体
育

大
会
（
石
川
県
開
催
）
会

場
に
て
新
潟
県
サ
ッ
カ
ー

協
会
、
新
潟
県
体
育
協
会

の
関
係
者
等
、
沢
山
の
応

援
、
声
援
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
国
体
に
向
け
て

女
子
選
抜
監
督　

佐
々
木
友
昭

山
戦
で
は
、
各
選
手
が
自

分
の
長
所
を
発
揮
し
、
ま

た
苦
手
な
部
分
に
も
積
極

的
に
ト
ラ
イ
を
し
て
く
れ

た
結
果
、
４
得
点
、
失

点
０
で
勝
利
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
２
戦
目
の
代

表
決
定
戦
で
は
、
非
常
に

技
術
力
の
高
い
長
野
県
に

対
し
て
苦
し
い
試
合
展
開

で
し
た
が
、
全
員
が
粘
り

強
く
守
備
を
し
て
、
声

を
掛
け
合
い
な
が
ら
修
正

し
、
集
中
力
が
切
れ
る
事

な
く
戦
う
事
が
で
き
０―

０
で
試
合
終
了
と
な
り
ま

し
た
。
最
後
の
Ｐ
Ｋ
戦
で

は
、
チ
ー
ム
全
体
が
自

信
を
持
っ
て
挑
む
事
が
で

き
、
５―

３
で
勝
利
を
収

め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
結
果
が
出
せ
た

の
は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

メ
ン
バ
ー
や
ス
タ
ッ
フ
を

含
め
全
員
が
毎
週
一
回
国

体
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
苦
手

な
こ
と
で
も
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
く
れ
た
成
果
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た

今
年
度
、
選
考
会
を
含
め

選
手
を
派
遣
し
て
頂
い
た

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ

デ
ィ
ー
ス
、
ガ
ー
ル
ズ
、

新
潟
医
療
福
祉
大
学
、
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ

レ
ッ
ジ
レ
デ
ィ
ー
ス
、
グ

ラ
ン
セ
ナ
新
潟
Ｆ
Ｃ
レ

デ
ィ
ー
ス
、
ま
た
３
種
、

４
種
年
代
か
ら
指
導
し
て

頂
い
た
各
チ
ー
ム
の
協
力

な
く
し
て
こ
の
よ
う
な
結

果
は
得
る
事
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

本
国
体
に
向
け
て
、
ま

だ
ま
だ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

強
化
・
育
成
が
一
つ
の
形

に
な
っ
た
新
潟
県
女
子

サ
ッ
カ
ー
の
力
を
存
分
に

発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。今
後
も
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

１回戦　準々決勝　準決勝　決勝戦　準決勝　準々決勝　１回戦

三重県 岡山県

香川県 石川県

福岡県 大分県

山梨県 京都府

兵庫県 新潟県

宮城県 東京都

埼玉県 茨城県

北海道 愛媛県

女　　子　１回戦　新潟県　VS　東京都
日時：2019 年９月 29 日 12：00 ～
会場：ひたちなか市総合運動公園スポーツ広場Ａ

●ひたちなか市総合運動公園（ひたちなか市）

　〒 312-0005
　茨城県ひたちなか市新光町 49 番地
　ＴＥＬ：029-273-9370

　

初
め
に
第
40
回
北
信
越

国
民
体
育
大
会
（
石
川
県

開
催
）
に
向
け
７
月
８
日

（
月
）
に
ス
タ
ッ
フ
７
名
、

選
手
15
名（
Ｊ
Ｓ
Ｃ
11
名
、

新
潟
経
営
大
学
４
名
）
を

決
め
ま
し
た
。
７
月
14
日

（
日
）
は
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
新
潟
Ｔ
Ｏ
Ｐ
チ
ー
ム
と

ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ
グ
ラ
ン
ド

で
強
化
練
習
試
合
、
８
月

２
日
（
金
）
は
岩
手
県
成

年
男
子
チ
ー
ム
と
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

グ
ラ
ン
ド
で
練
習
試
合
、

８
月
７
日
（
水
）
か
ら
三

日
間
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ

カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
グ
ラ
ン
ド

で
調
整
練
習
を
行
い
８
月

10
日
（
土
）
11

：

30 

金

沢
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
広
場

（
人
工
芝
）
で
成
年
男
子

富
山
県
選
抜
と
代
表
決
定

戦
を
行
い
２
対
１
で
勝
利

し
、
３
年
ぶ
り
に
本
国
体

出
場
を
果
た
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
特
に
新
潟
経

営
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
に
は

選
手
選
考
や
選
手
の
推
薦

等
、
ご
協
力
頂
き
感
謝
申

　

こ
の
度
、
様
々
な
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と

に
、
北
信
越
国
体
を
突
破

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
選
手
た
ち
を
大

き
な
怪
我
も
な
く
無
事
に

チ
ー
ム
に
送
り
返
せ
た
こ

と
が
何
よ
り
で
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
新
潟
県
女

子
委
員
会
を
中
心
に
、
選

手
育
成
に
力
を
入
れ
て
き

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
５

月
に
始
ま
っ
た
一
次
選
考

会
か
ら
多
く
の
中
高
生
に

参
加
し
て
頂
き
、
各
選
手

の
技
術
レ
ベ
ル
も
上
が
っ

て
き
て
い
る
の
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
国
体
メ
ン
バ
ー
の

選
考
で
非
常
に
悩
み
ま
し

た
。
今
年
度
の
北
信
越
国

体
の
メ
ン
バ
ー
に
は
高
校

生
が
６
名
選
出
さ
れ
、
ス

タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー

と
し
て
３
名
出
場
し
続
け

ま
し
た
。
そ
の
選
手
た
ち

が
試
合
を
重
ね
る
毎
に
成

長
し
て
い
く
姿
が
非
常
に

頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
こ
に
新
潟
医
療
福

祉
大
学
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス
の
選

手
達
も
加
わ
り
、
い
い
刺

激
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
が
い
い
協
力
関

係
で
新
潟
県
女
子
サ
ッ

カ
ー
の
強
化
・
育
成
が
行

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

毎
週
一
回
の
国
体
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
各
選

手
の
技
術
力
向
上
を
中
心

に
置
き
な
が
ら
、
個
性
が

う
ま
く
融
合
す
る
よ
う
に

チ
ー
ム
の
構
築
を
行
い
ま

し
た
。
初
戦
と
な
っ
た
富

１回戦　準々決勝　準決勝　決勝戦　準決勝　準々決勝　１回戦

福井県 静岡県

大阪府 秋田県

群馬県 沖縄県

新潟県 茨城県

和歌山県 高知県

北海道 鹿児島県

徳島県 山梨県

神奈川県 岡山県

成年男子　１回戦　新潟県　VS　群馬県
日時：2019 年９月 30 日 12：00 ～
会場：卜伝の郷運動公園多目的球技場Ｂ（人工芝）

●卜伝の郷運動公園多目的球技場（鹿嶋市）

　〒 314-0007
　茨城県鹿嶋市大字神向寺 23 番地 2
　ＴＥＬ：0299-83-1600



（2）令和元年９月30日

U-17メキシコ代表の優勝で幕を閉じる
第23回国際ユースサッカー in 新潟

国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
in
新
潟
を
終
え
て

Ｕ
17
新
潟
県
選
抜
監
督　

北
垣　

大
介

　

今
年
度
の
「
国
際
ユ
ー

ス
サ
ッ
カ
ー
in
新
潟
」は
、

10
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
開

催
さ
れ
る
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ　

Ｕ

―
17 

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

に
出
場
を
決
め
て
い
る
Ｕ

17
日
本
代
表
、
Ｕ
17
メ
キ

シ
コ
代
表
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
強
豪
国
Ｕ
17
ボ
ス
ニ

ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
代

表
と
の
総
当
た
り
で
７
月

13
日
〜
15
日
の
３
日
間
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｕ
17
新
潟
県
選
抜
は
、

昨
年
の
福
井
国
体
少
年
選

抜
（
Ｕ
16
）
を
ベ
ー
ス
に
、

Ｕ
16
後
期
ト
レ
セ
ン
リ
ー

グ
、
プ
リ
ン
ス
リ
ー
グ
及

び
Ｎ
リ
ー
グ
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
県
予
選
を
通
し
て
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
高
か
っ

た
選
手
18
名
で
挑
み
ま
し

た
。

　

リ
ー
グ
戦
や
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
前
な
ど
の
過
密
日
程

の
中
、
選
手
を
快
く
送
り

出
し
て
い
た
だ
い
た
所
属

チ
ー
ム
監
督
、
こ
こ
に

至
る
ま
で
育
て
て
い
た
だ

い
た
ご
両
親
、
育
成
指
導

者
、
サ
ッ
カ
ー
関
係
者

の
方
々
、
そ
し
て
新
潟
県

サ
ッ
カ
ー
協
会
の
ご
協

力
・
ご
尽
力
、
す
べ
て
の

皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
、
選

手
達
は
３
日
間
を
通
し
て

「
闘
争
心
」「
向
上
心
」
そ

し
て
、「
感
謝
の
気
持
ち
」

を
持
っ
て
闘
い
抜
い
て
く

れ
ま
し
た
。
タ
イ
プ
の
異

な
る
各
国
の
代
表
チ
ー
ム

と
の
真
剣
勝
負
は
、
今
後

の
彼
ら
の
サ
ッ
カ
ー
人
生

に
お
い
て
、
貴
重
な
経
験

と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

【
第
一
戦
】
対
Ｕ
17
ボ
ス

ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ

代
表　

２―

５
●
敗
戦

長
身
選
手
を
揃
え
、
精
度

の
高
い
ロ
ン
グ
ボ
ー
ル
か

ら
高
さ
と
速
さ
を
武
器
と

す
る
チ
ー
ム
で
し
た
。
体

格
差
を
考
え
、“

下”

で
の
勝
負
を
試
み
、
先
取

点
は
奪
い
ま
し
た
が
、
す

ぐ
さ
ま
同
点
に
追
い
付
か

れ
逆
転
、
さ
ら
に
勢
い
を

止
め
ら
れ
ず
失
点
を
重
ね

ま
し
た
。
勝
負
に
出
た
と

き
の
ス
ピ
ー
ド
・
迫
力
・

圧
力
は
、「
さ
す
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
」
と
い
う
印
象
を

持
ち
ま
し
た
。

【
第
二
戦
】
対
Ｕ
17
メ
キ

シ
コ
代
表　

０―

４
●

敗
戦

メ
キ
シ
コ
は
さ
ほ
ど
大
き

く
な
く
、
日
本
人
と
似

た
体
格
だ
と
い
う
印
象
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
年
代
は
違
い
ま
し
た
。

長
身
か
つ
テ
ク
ニ
カ
ル
、

ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
選
手
を

揃
え
、
１
試
合
を
通
し
て

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
三
戦
】
対
Ｕ
17
日
本

代
表　

０―

１
●
敗
戦

最
終
戦
。
こ
れ
を
も
っ
て

‘02
Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
解

散
、
日
本
の
同
年
代
の
代

表
選
手
達
と
の
闘
い
、
前

の
二
試
合
の
悔
い
、
国

体
や
こ
れ
ま
で
の
活
動
全

て
の
集
大
成
と
な
る
試
合

を
！
と
送
り
出
し
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な「
思
い
」

「
気
持
ち
」の
入
っ
た
ゲ
ー

ム
と
な
り
ま
し
た
が
、
終

了
間
際
に
押
し
込
ま
れ
惜

敗
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
試
合
を
通
し
て
、
あ

り
き
た
り
の
こ
と
で
す

が
、
新
潟
と
各
国
代
表
と

で
は
、
技
術
的
な
部
分
は

も
ち
ろ
ん
、
ゴ
ー
ル
前

の
攻
防
、
背
後
へ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
な
ど
の
「
精
度

　

第
23
回
を
迎
え
た
国
際

ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー in 

新

潟
は
、
Ｕ―

17
日
本
代

表
・
Ｕ―

17
メ
キ
シ
コ
代

表
・
Ｕ―

17
ボ
ス
ニ
ア
・

ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
代
表
・

Ｕ―

17
新
潟
選
抜
を
迎

え
、
新
潟
市
・
新
発
田
市
・

聖
籠
町
の
3
市
町
を
会
場

に
4
チ
ー
ム
総
当
り
戦
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
ユ
ー
ス
世
代

の
強
化
や
国
際
振
興
を
目

的
に
１
９
９
７
年
か
ら
開

催
さ
れ
、
今
年
で
23
回
目

と
な
り
、
特
に
今
年
10
月

に
開
催
さ
れ
る
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ 

Ｕ―

17
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
に
出
場

す
る
Ｕ―

17
日
本
代
表
、

Ｕ―

17
メ
キ
シ
コ
代
表

に
と
っ
て
は
強
化
を
図
る

重
要
な
大
会
に
な
り
、
惜

し
く
も
出
場
を
逃
し
た

Ｕ―

17
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ

ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
代
表
は
雪

辱
戦
、
昨
年
の
国
体
中
心

メ
ン
バ
ー
で
の
Ｕ―

17

新
潟
選
抜
も
昨
年
の
リ
ベ

ン
ジ
に
燃
え
、「
自
分
た

ち
の
力
が
ど
こ
ま
で
通
用

す
る
か
」
挑
戦
者
と
し
て

挑
み
、
将
来
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
出
場
を
夢
に
各
国

選
手
達
が
力
を
ぶ
つ
け
合

う
大
会
で
し
た
。

　

Ｕ―

17
新
潟
選
抜
の

戦
い
は
、
初
日
に
Ｕ―

17

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ

ビ
ナ
代
表
に
前
半
は
先
制

し
善
戦
す
る
も
後
半
は
速

さ
、
強
さ
、
激
し
さ
に
圧

倒
さ
れ
逆
転
負
け
、
第
2

戦
は
連
係
か
ら
チ
ャ
ン
ス

を
作
り
積
極
的
に
ゴ
ー
ル

を
狙
い
、
そ
の
実
力
を
随

所
に
発
揮
し
ま
し
た
が
、

攻
撃
の
速
さ
、
守
備
の
強

国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
in
新
潟　

報
告
書

さ
の
Ｕ―

17
メ
キ
シ
コ

代
表
に
主
導
権
を
握
れ
ず

敗
れ
。
最
終
戦
は
個
々
の

技
術
、
力
で
上
回
る
Ｕ―

17
日
本
代
表
に
接
戦
の
す

え
惜
敗
、
結
果
は
4
位
で

大
会
の
幕
を
下
ろ
し
ま
し

た
。

　

試
合
を
通
し
て
挑
戦
者

と
し
て
果
敢
に
挑
み
、
自

信
に
つ
な
が
っ
た
プ
レ
ー

は
随
所
に
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
一
方
で
速
さ
、
強
さ
、

パ
ス
の
精
度
や
奪
い
き
る

ポ
イ
ン
ト
、
決
定
力
な
ど

力
の
差
が
見
ら
れ
今
後
の

課
題
と
し
て
本
県
サ
ッ

カ
ー
を
担
う
ユ
ー
ス
世
代

が
ど
ん
な
成
長
を
と
げ
る

か
、
今
大
会
の
手
応
え
、

悔
し
さ
を
糧
と
し
て
今
後

に
向
け
て
有
意
義
な
大
会

で
し
た
。

第２３回国際ユースサッカー in 新潟　大会結果
U-17

メキシコ代表
U-17
日本代表

U-17 ボスニア・
ヘルツェゴビナ代表

U-17
新潟選抜 勝点 得点 失点 点差 順位

 U-17 
メキシコ代表 ２ ○ １ ２ ○ ０ ４ ○ ０ ９ ８ １ ＋７ １

 U-17 
日本代表 １ ● ２ ３ ○ ０ １ ○ ０ ６ ５ ２ ＋３ ２

  U-17 ボスニア・
ヘルツェゴビナ代表 ０ ● ２ ０ ● ３ ５ ○ ２ ３ ５ ７ －２ ３

 U-17 
新潟選抜 ０ ● ４ ０ ● １ ２ ● ５ ０ ２ 10 －８ ４

聖籠町　　　　　　　　　　　　7月13日（土）　 　16：30～　U - 1 7 日 本 代表　VS　U-17メキシコ代表
スポアイランド聖籠　　　　　　7月14日（日） 　　16：30～　U - 1 7 新 潟 選抜　VS　U-17メキシコ代表

新発田市　　　　　　　　　　　7月13日（土） 　　16：30～　U - 1 7 新 潟 選抜　VS　U-17ボスニア・ヘルツェゴビナ代表
五十公野公園陸上競技場　　　　7月14日（日） 　　16：30～　U - 1 7 日 本 代表　VS　U-17ボスニア・ヘルツェゴビナ代表

新潟市　　　　　　　　　　　　7月15日（祝月） 　15：50～　U - 1 7 新 潟 選抜　VS　U - 1 7 日 本 代表
デンカビッグスワンスタジアム　7月15日（祝月） 　18：30～　U-17メキシコ代表　VS　U-17ボスニア・ヘルツェゴビナ代表

国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
in
新
潟

小
学
校
訪
問
交
流
会
開
催
報
告

　

国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー

in
新
潟
の
関
連
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、7
月
11
日
（
木
）

に
聖
籠
町
立
山
倉
小
学
校

に
Ｕ―

17
日
本
代
表
、
新

潟
市
立
沼
垂
小
学
校
に
Ｕ

―

17
メ
キ
シ
コ
代
表
、
7

月
12
日
（
金
）
に
新
発
田

市
立
東
豊
小
学
校
に
Ｕ―

17
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ

ゴ
ビ
ナ
代
表
チ
ー
ム
が
訪

問
し
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
各
代
表
チ
ー

ム
の
選
手
は
、
大
歓
声
と

拍
手
で
素
晴
ら
し
い
歓
迎

を
受
け
る
と
、
子
供
た
ち

か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
華

麗
な
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
や

シ
ュ
ー
ト
な
ど
の
技
を
披

露
、
ま
た
全
員
で
の
手
つ

な
ぎ
鬼
や
児
童
が
交
代
し

な
が
ら
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
行

い
児
童
も
選
手
も
体
育
館

を
走
り
回
り
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
緊
張
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
て
い
た
子
供

た
ち
も
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

後
は
す
っ
か
り
打
ち
解
け

笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、

「
す
ご
い
！
」「
か
っ
こ
い

い
！
」な
ど
の
声
が
連
発
。

帽
子
や
ノ
ー
ト
に
サ
イ
ン

を
書
い
て
も
ら
い
、
選
手

達
と
一
緒
に
写
真
を
撮
っ

た
り
、
体
育
館
は
熱
気
に

包
ま
れ
、
選
手
達
も
大
汗

を
掻
き
な
が
ら
子
供
た
ち

と
の
時
間
を
楽
し
み
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
子
供
た
ち

か
ら
「
と
て
も
楽
し
い
時

間
で
し
た
。
次
は
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
皆
さ
ん
を

見
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

か
大
会
に
向
け
て
激
励
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

を
貰
い
、
皆

で
集
合
写
真

を
撮
り
ま
し

た
。
選
手
や

子
供
た
ち
に

と
っ
て
素
敵

な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で

あ
る
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
。　

　

最
後
に
、
‘02
Ｎ
Ｉ
Ｉ

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
を
Ｕ
13
県
ト
レ

セ
ン
か
ら
Ｕ
15
、
国
体
そ

し
て
今
年
の
Ｕ
17
ま
で
５

年
間
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
多
く
の
選
手
達
と
出

会
え
た
こ
と
、
多
く
の
指

導
者
の
方
々
と
関
わ
り
を

持
た
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
、
た
く
さ
ん
の
素
晴
ら

し
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
・
・
・　

す

べ
て
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
こ
の
経
験
を
生
か

し
今
後
も
新
潟
県
の
サ
ッ

カ
ー
発
展
・
向
上
の
た
め

に
、精
進
し
て
参
り
ま
す
。

の
差
」
が
ま
だ
ま
だ
あ
り

ま
し
た
。
例
を
あ
げ
る

と
、
相
手
ゴ
ー
ル
前
ま
で

は
到
達
で
き
る
が
、
ペ
ナ

ル
テ
ィ
エ
リ
ア
内
に
進
入

は
で
き
る
が
、
ラ
ス
ト
プ

レ
ー
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
の

精
度
が
低
く
ゴ
ー
ル
に
至

ら
な
い
、
背
後
へ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
と
出
し
手
の
タ
イ

ミ
ン
グ
、
パ
ス
の
質
な
ど

で
す
。
全
て
に
お
い
て
プ

レ
ー
の
「
精
度
」
に
差
を

感
じ
ま
し
た
し
、
実
際
に

対
峙
し
た
選
手
達
は
そ
の

こ
と
を
肌
で
感
じ
取
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
課
題
は
ど
の
国

も
、
ど
の
レ
ベ
ル
で
も
あ

る
こ
と
で
す
が
、
や
は
り

新
潟
県
と
し
て
も
さ
ら
に
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第
50
回
全
国
中
学
校

サ
ッ
カ
ー
大
会
に
出
場
し
て

新
潟
市
立
山
の
下
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部　

外
部
コ
ー
チ

　

内
藤　
　

皓

　

今
年
度
は
新
潟
県
で
開

催
さ
れ
た
北
信
越
大
会
を

２
位
で
突
破
し
、
昨
年
に

引
き
続
き
２
年
連
続
３
回

目
の
全
国
大
会
へ
出
場
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
国
大
会
の
１
回
戦
、
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
高
川

学
園
戦
で
は
、
基
本
技
術

の
質
が
高
く
、
個
々
の

能
力
や
ス
ピ
ー
ド
に
優
れ

た
選
手
に
苦
慮
し
ま
し
た

が
、
組
織
的
な
守
備
か
ら

奪
っ
て
速
い
攻
撃
で
何
度

か
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
25
分
、
55
分
に
得
点

を
奪
わ
れ
惜
し
く
も
敗
戦

と
な
り
ま
し
た
。
全
国
大

会
ま
で
の
厳
し
い
戦
い
を

通
じ
て
「
選
手
と
し
て
、

人
と
し
て
大
き
く
成
長
で

き
た
こ
と
」
が
非
常
に
嬉

し
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
こ

数
年
継
続
し
て
要
求
し
て

い
る
「
基
本
技
術
へ
の
拘

り
」「
質
と
強
さ
の
追
求
」

「
守
備
面
で
の
ハ
ー
ド

ワ
ー
ク
」
な
ど
の
日
常
の

努
力
が
２
年
連
続
の
全
国

大
会
出
場
と
い
う
結
果
に

つ
な
が
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
同
時
に
日
常
を
全

力
で
取
り
組
ん
で
き
た
か

ら
こ
そ
わ
か
る
選
手
達
の

課
題
と
成
果
、
指
導
者
と

し
て
の
課
題
と
成
果
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
選
手
達

に
は
全
国
大
会
で
味
わ
っ

た
サ
ッ
カ
ー
だ
け
で
は
な

い
貴
重
な
経
験
を
生
か
し

て
選
手
と
し
て
人
と
し
て

更
に
成
長
し
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。最
後
に
、

こ
の
大
会
に
際
し
て
、
多

く
の
皆
様
方
か
ら
ご
支
援

や
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
山

の
下
中
学
校
は
歩
み
を
止

め
ず
、
日
々
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
体
連
北
信
越
大
会
を
開
催
し
て

新
潟
県
中
学
校
体
育
連
盟　

サ
ッ
カ
ー
専
門
部
長

　

鷲
尾　

治
康

そ
れ
と
共
に
、
大
会
日
程

の
見
直
し
や
、
大
会
会
場

の
拠
点
化
も
図
ら
れ
、サ
ッ

カ
ー
専
門
部
で
は
、
長
年

の
念
願
で
あ
っ
た
、
3
日

間
開
催
と
、
新
潟
聖
籠

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
の

拠
点
化
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
海
の
日
に
か
か

る
3
連
休
と
な
っ
た
た
め
、

北
信
越
大
会
ま
で
の
イ
ン

タ
ー
バ
ル
が
長
く
な
り
、

北
信
越
大
会
に
出
場
す
る

チ
ー
ム
に
と
っ
て
は
、
も

う
一
度
、
強
化
と
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
調
整
を
す
る
時

間
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

3
日
間
開
催
と
す
る
こ
と

で
、
準
決
勝
ま
で
は
、
各

チ
ー
ム
1
日
1
試
合
に

な
っ
た
た
め
、
暑
熱
対
策

を
含
め
、
選
手
の
負
担
軽

減
に
も
つ
な
が
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
変
革
を
へ

て
行
わ
れ
た
北
信
越
大
会

で
す
が
、新
潟
県
か
ら
は
、

3
チ
ー
ム
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
。

　

初
の
県
総
体
優
勝
を
果

た
し
た
村
上
第
一
中
学
校

で
す
が
、
2
回
戦
か
ら
の

出
場
で
し
た
。
1
回
戦
を

延
長
戦
で
勝
ち
上
が
っ
て

き
た
星
稜
中
学
校（
石
川
）

に
対
し
、
持
ち
前
の
身

体
能
力
と
連
動
性
を
生
か

し
、試
合
を
優
位
に
運
び
、

２―

０
で
勝
利
し
、
準
決

勝
へ
進
出
し
ま
し
た
。

　

北
信
越
大
会
は
、
連
続

の
出
場
と
な
る
、
2
位
の

鳥
屋
野
中
学
校
は
、
中
央

中
学
校
（
福
井
）
と
の
対

戦
で
し
た
。
前
半
の
立
ち
上

が
り
早
々
に
2
点
を
奪
い

優
位
に
試
合
を
運
ぶ
か
と

思
わ
れ
ま
し
た
が
、
前
半

の
う
ち
に
同
点
に
追
い
つ
か

れ
、
延
長
で
惜
し
く
も
1

回
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

　

北
信
越
大
会
第
3
代
表

と
し
て
出
場
し
た
山
の
下

中
学
校
は
、
昨
年
度
の
北

信
越
優
勝
校
で
あ
り
、
全

国
大
会
で
も
初
戦
を
突
破

し
て
い
ま
す
。

　

1
回
戦
か
ら
の
出
場
と

な
り
ま
し
た
が
、
1
回
戦
、

2
回
戦
と
危
な
げ
な
く
勝

ち
上
が
り
、
2
日
目
の
準
決

勝
へ
コ
マ
を
進
め
ま
し
た
。

　

準
決
勝
は
、
村
上
第
一

中
学
校
対
山
の
下
中
学
校

と
い
う
新
潟
対
決
と
な
り

ま
し
た
。
お
互
い
に
得
点

の
な
い
ま
ま
、
一
進
一
退
の

攻
防
が
続
き
ま
し
た
が
、

後
半
の
選
手
交
代
な
ど
、

ベ
ン
チ
ワ
ー
ク
が
さ
え
た
、

山
の
下
中
学
校
が
、
勝
利

し
、
2
年
連
続
の
全
国
大

会
出
場
権
を
収
め
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
、
山
の
下
中

学
校
と
、
鳥
屋
野
中
学
校

を
破
っ
た
中
央
中
学
校
と

の
対
戦
。
1
日
2
試
合
目

な
が
ら
、
運
動
量
の
落
ち

な
い
中
央
中
学
校
に
徐
々

に
押
さ
れ
始
め
、
後
半
に

失
点
し
、
中
央
中
学
校
の

初
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
が
31
℃
を
超

え
る
猛
暑
の
中
、
飲
水
タ

イ
ム
と
、
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ
ｉ
ｎ

ｇ　

Ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｋ
両
方
を

採
用
し
な
が
ら
の
大
会
運

営
で
し
た
。

　

役
員
を
し
て
い
た
だ
い

た
皆
様
は
も
と
よ
り
、
会

場
を
貸
し
て
い
た
だ
い

た
、
新
発
田
市
、
聖
篭
町
、

各
施
設
の
職
員
の
皆
様
、

補
助
員
を
担
当
し
た
、
近

隣
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
の

皆
さ
ん
、
そ
し
て
、
日
頃

よ
り
、
選
手
を
支
え
、
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
た
保
護

者
の
皆
様
。
多
く
の
方
に

支
え
ら
れ
、
無
事
、
第
40

回
北
信
越
総
合
競
技
大
会

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

村
上
第
一
中
サ
ッ
カ
ー

部
は
発
足
か
ら
約
40
年
が

経
ち
ま
し
た
が
、
県
大
会

で
は
１
回
戦
、
２
回
戦
敗

退
が
続
き
、
６
年
前
の
ベ

ス
ト
４
が
最
高
成
績
で
し

た
。
そ
の
中
で
今
年
度
、

長
年
の
目
標
で
あ
っ
た
県

大
会
優
勝
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。本
年
度
、

県
大
会
優
勝
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
大
き

く
２
つ
の
要
因
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
は
選
手
た
ち
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ

で
す
。
３
年
生
の
大
半

中
体
連
新
潟
県
大
会
優
勝
と

北
信
越
大
会
に
参
加
し
て

村
上
市
立
村
上
第
一
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部　

山
貝　

健
輔

の
選
手
が
途
中
交
代
も
含

め
、
１
年
時
か
ら
県
大
会

の
ピ
ッ
チ
に
立
っ
て
い
ま

し
た
。
入
学
し
た
段
階
で

そ
れ
だ
け
の
力
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
１
年

生
の
う
ち
か
ら
多
く
の
試

合
に
出
場
し
、
経
験
を
積

ん
で
き
ま
し
た
。
１
、２

年
生
も
そ
ん
な
３
年
生
に

必
死
に
食
ら
い
つ
き
な
が

ら
練
習
に
励
み
、
力
を
伸

ば
し
て
い
き
ま
し
た
。
な

に
よ
り
も
サ
ッ
カ
ー
が
好

き
で
、
オ
フ
の
日
で
も
自

然
と
集
ま
り
ボ
ー
ル
を
蹴

る
。
練
習
に
は
い
つ
も
本

気
で
、
言
い
合
い
に
な
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
。
サ
ッ

カ
ー
が
好
き
、
好
き
な

こ
と
の
た
め
の
努
力
を
惜

し
ま
な
い
と
い
う
何
よ
り

の
才
能
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。

　

２
つ
目
は
地
域
の
支
え

で
す
。
保
護
者
を
初
め
、

ジ
ュ
ニ
ア
の
指
導
者
、
近

隣
高
校
の
顧
問
の
先
生
な

ど
、
多
く
の
方
々
か
ら

御
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
県
大
会
、
北
信
越
大

会
で
は
応
援
に
来
て
く
だ

さ
っ
た
Ｏ
Ｂ
の
方
々
も
た

く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
小
さ
い
地
域
だ
か

ら
こ
そ
、
多
く
の
方
々
の

力
を
結
集
し
て
闘
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

北
信
越
大
会
で
は
２
回

戦
こ
そ
突
破
し
た
も
の

の
、
力
の
な
さ
、
経
験
の

な
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
県
大
会
３
連
覇
、

前
回
大
会
優
勝
を
果
た
し

て
い
る
山
の
下
中
の
選
手

た
ち
の
覚
悟
、
気
迫
を
前

に
屈
し
、
悔
し
い
思
い
で

大
会
を
終
え
ま
し
た
。
能

力
云
々
の
前
に
、
闘
う
姿

勢
で
負
け
て
い
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
悔
し
さ
と
課

題
が
残
り
ま
し
た
が
、
来

年
度
に
つ
な
が
る
経
験
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
北
信
越
大
会

に
出
場
で
き
た
こ
と
を
村

一
サ
ッ
カ
ー
部
の
財
産
と

し
、
県
大
会
連
覇
、
全
中

出
場
を
目
指
し
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
を
迎
え
た
今

年
、
新
潟
県
中
学
校
体
育

連
盟
で
は
、
大
改
革
と
、

5
年
に
1
度
の
北
信
越
中

学
校
総
合
競
技
大
会
の
開

催
と
い
う
、
大
事
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

一
つ
目
の
、
県
中
体
連

大
改
革
は
、
政
令
市
新
潟

を
、
一
つ
の
地
区
と
し
、
上

越
、
中
越
、
下
越
、
新
潟

市
と
い
う
新
し
い
枠
組
み

で
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
終
え
て

北
越
高
校　

荒
瀬　

陽
介

　

北
越
高
校
サ
ッ
カ
ー
部

は
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
た

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
に
新
潟
県
代
表
と
し

て
出
場
し
て
き
ま
し
た
。

北
越
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
と

し
て
は
12
年
ぶ
り
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
へ
の
出
場
で
し

た
が
、
ま
ず
は
初
戦
突
破

を
目
指
し
、
１
試
合
で
も

多
く
の
試
合
を
戦
う
こ
と

を
目
標
に
沖
縄
へ
向
か
い

ま
し
た
。

　

初
戦
の
愛
媛
県
代
表
の

新
田
高
校
と
の
試
合
で

は
、
終
始
北
越
ペ
ー
ス
で

試
合
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
、
前
半
終
了
間
際
の
３

年
田
中
の
ゴ
ー
ル
と
途
中

出
場
の
２
年
三
島
の
ゴ
ー

ル
で
２―

０
と
し
、
そ
の

後
１
点
返
さ
れ
る
も
そ
の

ま
ま
逃
げ
切
り
２―

１

で
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

2
回
戦
は
地
元
沖
縄

県
代
表
の
那
覇
西
高
校
と

の
試
合
で
し
た
。
地
元
の

大
応
援
団
の
後
押
し
を
受

け
た
相
手
の
選
手
は
出
足

が
早
く
、
球
際
で
は
気
合

の
入
っ
た
プ
レ
ー
も
多
く

あ
り
、
な
か
な
か
北
越
の

ペ
ー
ス
で
試
合
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
相
手
ペ
ー

ス
の
試
合
状
況
で
も
北
越

高
校
の
ベ
ー
ス
で
あ
る
ハ

ド
ー
ワ
ー
ク
を
全
員
が
行

い
、
48
分
に
３
年
庄
内
が

決
め
、
つ
い
に
均
衡
を
破

り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
最

後
ま
で
諦
め
な
い
相
手
の

粘
り
強
さ
に
苦
労
し
な
が

ら
、
１―

０
で
勝
利
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

3
回
戦
は
今
大
会
で
優

勝
候
補
に
挙
げ
ら
れ
る
青

森
山
田
高
校
と
の
試
合
に

な
り
ま
し
た
。
試
合
が
始

ま
る
と
、
選
手
達
は
相
手

に
怯
む
こ
と
な
く
果
敢
に

プ
レ
ー
し
ま
し
た
。
48
分

に
は
右
サ
イ
ド
を
崩
し
、

３
年
藤
吉
の
ク
ロ
ス
に
３

年
庄
内
が
合
わ
せ
先
制
点

を
決
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

得
点
後
す
ぐ
に
失
点
を

し
、
１―

１
に
な
り
ま
し

た
。
試
合
は
そ
の
ま
ま
１

―

１
で
終
わ
り
Ｐ
Ｋ
戦
に

突
入
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｋ
戦

が
始
ま
る
前
の
選
手
達
は

と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

い
て
良
い
表
情
を
し
て
い

た
た
め
、「
自
信
を
持
っ
て

蹴
る
」
と
い
う
こ
と
だ
け

伝
え
て
送
り
出
し
ま
し
た
。

Ｐ
Ｋ
戦
で
は
相
手
の
1
本

目
を
２
年
平
山
が
止
め
、

キ
ッ
カ
ー
の
５
人
は
全
員

が
自
信
を
持
っ
て
し
っ
か

り
決
め
、
勝
利
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

京
都
橘
高
校
と
の
準
々

決
勝
で
は
、
今
ま
で
と
違

い
、
少
し
選
手
達
に
も
緊

張
感
が
あ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
試
合
は
、
立

ち
上
が
り
に
ス
キ
を
突
か

れ
失
点
を
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
カ
ウ

ン
タ
ー
か
ら
追
加
点
を
許

し
前
半
を
０―

２
で
終

え
ま
し
た
。
後
半
に
入
る

と
徐
々
に
北
越
の
ペ
ー
ス

に
な
り
、
70
分
に
３
年
庄

内
が
得
点
を
挙
げ
一
点
差

ま
で
詰
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
に
訪
れ
た
チ
ャ
ン
ス
を

決
め
き
る
こ
と
が
で
き
ず

に
、
１―

２
で
の
敗
戦
と

な
り
ま
し
た
。

新
潟
県
勢
と
し
て
初
め
て

の
全
国
大
会
ベ
ス
ト
４
は

成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
猛

烈
な
暑
さ
と
過
密
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
最
後
ま

で
諦
め
ず
に
戦
う
姿
勢
を

貫
き
通
し
た
選
手
達
は
、

試
合
を
追
う
ご
と
に
大
き

く
成
長
し
て
い
ま
し
た
。

彼
ら
の
夏
は
こ
れ
で
終
わ

り
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

大
会
で
得
た
経
験
は
、
次

の
冬
の
全
国
高
校
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
に
繋
が

る
大
き
な
財
産
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
全
国
高
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
で
は
こ

の
夏
に
成
し
遂
げ
ら
れ
な

か
っ
た
準
々
決
勝
の
壁
を

越
え
る
た
め
に
、
ま
ず
は

新
潟
県
予
選
を
全
力
で
戦

い
勝
ち
抜
き
、
全
国
の
舞

台
に
再
び
立
て
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
新
潟
報
告

技
術
委
員
会　

委
員
長　

丸
山　

有
一

　

本
年
度
も
去
る
７
月

20
・
21
日
の
２
日
間
、
聖

籠
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
新
潟
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
本
県
の
育
成
年
代

強
化
の
一
環
と
し
て
、
県

外
よ
り
チ
ー
ム
を
招
聘
し

２
日
間
の
交
流
試
合
形
式

で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
活

動
で
す
。
当
初
は
Ｕ
12
県

ト
レ
セ
ン
男
女
、
Ｕ
15
県

ト
レ
セ
ン
男
女
の
４
カ
テ

ゴ
リ
ー
が
一
堂
に
会
し
試

合
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
Ｕ
15
リ
ー
グ
の
日
程

重
複
、
Ｕ
15
女
子
の
全
国

選
手
権
日
程
重
複
等
に
よ

り
、
数
年
前
よ
り
Ｕ
12
男

女
の
み
で
の
開
催
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
年
度
も
男

子
は
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
Jr
と

福
島
県
ト
レ
セ
ン
Ｕ
12
、

女
子
は
福
島
県
女
子
ト
レ

セ
ン
、
福
井
県
女
子
ト
レ

セ
ン
を
お
招
き
し
、
２
日

間
の
貴
重
な
経
験
を
積
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特

に
男
子
は
Ｆ
Ｆ
Ｐ
（
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
）
直
前
の
日

程
で
も
あ
り
、
こ
れ
に
向

け
て
の
良
い
準
備
機
会
と

し
て
数
年
前
よ
り
位
置
づ

け
ら
れ
る
、
重
要
な
活
動

に
な
っ
て
い
ま
す
。
チ
ー

ム
と
し
て
ど
う
闘
う
か
だ

け
で
な
く
、
ト
レ
セ
ン
の

ス
タ
ン
ス
で
あ
る
「
個
」

に
特
化
し
、
選
手
が
自
ら

「
観
て
」、「
判
断
し
て
」、

「
実
行
す
る
」こ
と
を
ベ
ー

ス
に
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ

ラ
ー
を
す
る
こ
と
で
、
選

手
の
み
な
ら
ず
、
指
導
す

る
ス
タ
ッ
フ
も
様
々
な
気

付
き
や
刺
激
を
受
け
、
自

ら
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
へ
と

つ
な
が
る
２
日
間
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
こ

の
活
動
を
経
て
、
上
位
の

ト
レ
セ
ン
や
国
体
選
抜
へ

と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て

い
く
選
手
も
多
数
お
り
、

今
後
も
さ
ら
に
内
容
の
濃

い
、
意
味
あ
る
活
動
に
し

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
最

後
に
、
開
催
に
対
し
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
新
潟
県

サ
ッ
カ
ー
協
会
は
じ
め
、

多
く
の
関
係
各
位
に
感
謝

を
申
し
上
げ
、
報
告
と
い

た
し
ま
す
。
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「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
燕　

な
で
し
こ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
」

女
子
委
員
長　

佐
野　

裕
子

　

今
年
度
よ
り
女
子
サ
ッ

カ
ー
普
及
プ
ロ
ェ
ク
ト
と

し
て
多
く
の
皆
様
よ
り
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
新
た

な
事
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
「
Ｎ
ｉ
Ｆ
Ａ　

Ｇ
Ｏ
Ａ

Ｌ
Ｓ　

ス
マ
イ
ル
＆
チ
ャ

レ
ン
ジ
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
上

記
の
一
環
と
し
て
、
８
月

16
日
、
沢
山
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
皆
様
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。当
日
は
、

少
々
台
風
の
心
配
も
あ
り

会
場
を
屋
内
（
燕
市
体
育

セ
ン
タ
ー
）
に
変
更
い
た

し
ま
し
た
が
、
お
蔭
様
で

地
元
燕
市
以
外
の
方
々
か

ら
も
多
く
の
ご
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー

ス
か
ら
は
、
奥
山
監
督
は

じ
め
コ
ー
チ
、
選
手
、
ス

タ
ッ
フ
総
出
で
盛
り
上
げ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
身

体
を
動
か
す
楽
し
さ
や
友

達
と
協
力
し
あ
い
な
が
ら

の
ボ
ー
ル
遊
び
な
ど
な

ど
、
子
供
た
ち
の
笑
顔
と

笑
い
声
が
会
場
に
響
き
渡

り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
地
元
の
方
々

に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、

子
供
た
ち
の
食
育
も
兼

Ｊ
Ｆ
Ａ
レ
デ
ィ
ー
ス
／
ガ
ー
ル
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
９
新
潟
in
新
潟
市
陸
上
競
技
場

下
越
地
区
サ
ッ
カ
ー
協
会
女
子
委
員
会

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
運
営
担
当

　

6
月
23
日
に
プ
レ
ナ
ス

な
で
し
こ
リ
ー
グ
カ
ッ

プ 

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
レ
デ
ィ
ー
ス
対
ノ
ジ
マ

ス
テ
ラ
神
奈
川
相
模
原
の

試
合
と
あ
わ
せ
て
、「
Ｊ

Ｆ
Ａ
レ
デ
ィ
ー
ス
／
ガ
ー

ル
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
９
新
潟
in
新
潟
市

陸
上
競
技
場
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
新

発
田
市
五
十
公
野
公
園
陸

上
競
技
場
に
お
い
て
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
試
合

け
で
し
た
が
、
エ
ス
コ
ー

ト
キ
ッ
ズ
や
試
合
後
の
選

手
と
の
写
真
撮
影
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
に

参
加
者
も
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
笑
顔

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
こ

の
よ
う
な
活
動
を
継
続
的

に
行
い
、
エ
ン
ジ
ョ
イ
プ

レ
イ
ヤ
ー
含
め
、
サ
ッ

カ
ー
に
興
味
を
持
つ
人
の

増
加
に
尽
力
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

『
Ｎ
ｉ
Ｆ
Ａ 

Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｓ
〝
ス
マ
イ
ル
＆
チ

ャ
レ
ン
ジ
〞
キ
ャ
ラ
バ
ン
』
事
業
ス
タ
ー
ト
！

女
子
サ
ッ
カ
ー
普
及
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

　

石
川　

正
記

　
「
オ
レ
た
ち
、
小
学
校

で
も
ど
こ
で
も
行
く
よ
。」

ア
ル
ビ
レ
デ
ィ
ー
ス
の
奥

山
監
督
の
こ
の
言
葉
か
ら

『
キ
ャ
ラ
バ
ン
』は
始
ま
っ

た
。

　

今
年
の
二
月
、
聖
籠
町

体
育
館
の
会
議
室
に
ア
ル

ビ
レ
デ
ィ
ー
ス
の
ス
タ
ッ

フ
と
女
子
委
員
長
、
四

種
委
員
長
ら
有
志
が
集
ま

り
、
女
子
の
普
及
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
い
る

時
だ
っ
た
。
女
子
サ
ッ

カ
ー
普
及
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
と
す
る
メ
ン

バ
ー
は
、
普
及
に
手
詰

ま
り
感
を
感
じ
て
い
た
。

２
０
１
４
年
度
か
ら
女
子

Ｕ―

12
選
手
の
協
会
登

録
が
四
種
に
移
行
さ
れ
た

が
、
当
時
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
か
ら

の
特
段
の
説
明
は
な
か
っ

た
。

　

三
年
後
の
２
０
１
６
年

6
月
、「
Ｊ
Ｆ
Ａ
女
子
サ
ッ

カ
ー
普
及
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
が
47
Ｆ
Ａ
に
設
置

さ
れ
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
ハ
ウ
ス
で

研
修
会
が
行
わ
れ
た
。
今

井
Ｊ
Ｆ
Ａ
女
子
委
員
長
は

「
な
で
し
こ
プ
ラ
ン
」
の

説
明
を
早
口
で
ま
く
し
た

て
た
。「
２
０
３
０
年
ま

で
に
現
在
5
万
人
の
女
子

登
録
人
数
を
20
万
人
に
し

た
い
！
」
今
井
Ｊ
Ｆ
Ａ
女

子
委
員
長
の
並
々
な
ら

ぬ
思
い
は
ひ
し
ひ
し
と
全

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
胸

に
落
と
し
込
ま
れ
た
。《
と

に
か
く
で
き
る
こ
と
か
ら

一
歩
ず
つ
》

　

学
校
現
場
で
は
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
必
要
性
か

ら
、
プ
ロ
の
ス
ポ
ー
ツ
選

手
へ
の
需
要
は
あ
る
。
た

だ
、
外
部
講
師
へ
の
十
分

な
謝
礼
の
た
め
の
予
算
が

な
く
、
躊
躇
し
て
い
た
。

そ
こ
に
奥
山
監
督
の
言
葉

が
後
押
し
を
し
て
、
今
回

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
実
現
し

た
。

　

8
月
29
日
に
は
、
燕

市
立
島
上
小
を
訪
問
し

た
。
9
月
5
日
に
は
、
新

潟
市
立
沼
垂
小
を
訪
問
し

た
。
掲
載
の
写
真
は
、
そ

の
時
の
6
年
生
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
と
1
年
生
の
ゲ
ー

ム
の
様
子
で
す
。
9
月

11
日
に
は
上
越
市
立
直
江

津
南
小
を
訪
れ
る
。
さ
ら

に
10
月
に
は
四
ヶ
校
を
訪

問
す
る
。
現
在
打
ち
合
わ

せ
中
の
小
学
校
が
三
ヶ
校

あ
る
。
普
及
の
努
力
は
休

む
こ
と
な
く
進
行
し
て
い

る
。

ね
、
熱
中
症
の
予
防
に
も

な
る
燕
市
特
産
の
食
材
を

使
っ
た
も
の
を
提
供
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
汗
を

流
し
た
後
に
飲
ん
だ
「
も

と
ま
ち
き
ゅ
う
り
の
レ
モ

ネ
ー
ド
」
は
、
身
体
も
心

も
元
気
い
っ
ぱ
い
に
な
る

最
高
の
ご
褒
美
で
し
た
。

こ
の
度
は
、
燕
市
、（
一

社
）
燕
市
観
光
協
会
、
も

と
ま
ち
き
ゅ
う
り
普
及
委

員
会
、
燕
市
サ
ッ
カ
ー
協

会
の
皆
様
に
ご
後
援
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
改
め

ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
新
潟
県
サ
ッ

カ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
様

に
は
、
い
つ
も
女
子
の
活

動
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を

会
場
を
変
更
し
て
の
実
施

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。

　

選
手
と
の
エ
ス
コ
ー
ト

キ
ッ
ズ
、
試
合
観
戦
、
そ

し
て
試
合
後
に
サ
ッ
カ
ー

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
幼
稚
園
生
か

ら
高
校
生
ま
で
、
サ
ッ

カ
ー
の
経
験
あ
り
な
し
関

わ
ら
ず
、
約
35
名
の
方
が

参
加
し
、
一
緒
に
ボ
ー
ル

を
蹴
り
ま
し
た
。
試
合
結

果
は
１―

１
の
引
き
分

い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
小
学

校
訪
問
で
は
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
出
会
い
を
大
事

に
、
笑
顔
の
交
換
が
沢
山

出
来
ま
す
よ
う
に
、
私
た

ち
も
楽
し
み
な
が
ら
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

第
17
回
北
信
越
女
子

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
に
向
け
て

フ
ッ
ト
サ
ル
委
員
会　

谷
澤　

麻
子

　

8
月
10
日
（
土
）、
11

日
（
日
）
に
、
第
17
回
新

潟
県
女
子
フ
ッ
ト
サ
ル
大

会
（
兼
第
16
回
全
日
本
女

子
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
大

会
新
潟
県
大
会
）
が
三
条

市
栄
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
5
チ
ー
ム
の
参

加
が
あ
り
、
総
当
り
戦
の

結
果
、
全
勝
で
Ａ
Ｌ
ｏ
ｇ

ａ
ｒ
２
０
０
５
が
優
勝
し

ま
し
た
。
Ａ
Ｌ
ｏ
ｇ
ａ
ｒ

２
０
０
５
は
こ
れ
で
5
連

覇
に
な
り
ま
す
。

　

Ａ

Ｌ

ｏ

ｇ

ａ

ｒ

２
０
０
５
は
、
9
月
28
日

（
土
）、
29
日
（
日
）
に
福

井
県
営
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
す
北
信
越
大
会
へ
新

潟
県
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
す
。
ま
た
、
北
信
越

大
会
の
優
勝
チ
ー
ム
は

２
０
１
９
年
11
月
2
日

（
土
）
〜
4
日
（
月
・
祝
）

に
石
川
県
（
い
し
か
わ
総

合
体
育
館
）
で
開
催
さ
れ

る
全
日
本
大
会
へ
の
出
場

権
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
、
北
信
越
大
会
に

出
場
す
る
Ａ
Ｌ
ｏ
ｇ
ａ
ｒ

２
０
０
５
さ
ん
の
監
督
よ

り
、
チ
ー
ム
紹
介
と
決
意

表
明
を
書
い
て
も
ら
い
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

『
ま
ず
こ
の
場
で
Ａ
Ｌ
ｏ

ｇ
ａ
ｒ
２
０
０
５
を
取
り

上
げ
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
達

Ａ
Ｌ
ｏ
ｇ
ａ
ｒ
２
０
０
５

は
北
信
越
女
子
フ
ッ
ト
サ

ル
リ
ー
グ
に
所
属
し
て
い

る
チ
ー
ム
で
す
。
今
回

で
5
回
目
の
北
信
越
大
会

と
な
り
ま
す
が
、
過
去
叶

わ
な
か
っ
た
全
国
大
会
出

場
を
目
指
し
、
福
井
県
で

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

戦
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
応

援
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
Ａ
Ｌ
ｏ
ｇ
ａ
ｒ

２
０
０
５　

監
督　

飯
山

章
』

※「キャラバン」の様子は URL 参照のこと。

１、 「アルビレックス新潟レディース」の
　　ホームページ
　　http://www.albirex-niigata-ladies.com

２、 「NiFA 女子サッカー普及・育成」の
　　ホームページ
　　https://nifajoshi.wixsite.com/mysite

上
越
地
区
の
活
動

上
越
地
区
女
子
委
員
長　

山
﨑　

栄
子

　

上
越
地
区
の
活
動
を
２

つ
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
、

今
年
度
、
5
月
か
ら
毎

月
「
な
で
し
こ
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と

称
し
て
行
っ
て
い
る
女
子

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
つ
い
て
で
す
。
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
行
う
に
あ

た
り
、
今
現
在
チ
ー
ム
に

所
属
し
て
サ
ッ
カ
ー
を
し

て
い
る
選
手
た
ち
が
通
う

学
校
、ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
、

４
種
の
大
会
会
場
に
ポ
ス

タ
ー
を
貼
ら
せ
て
も
ら
っ

た
り
、
ち
ら
し
を
配
っ

た
り
、
地
元
新
聞
に
女
子

サ
ッ
カ
ー
の
大
会
や
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
こ
と
を
記

事
に
し
て
も
ら
っ
た
り
広

報
活
動
を
積
極
的
に
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
毎

回
10
人
ず
つ
く
ら
い
初
心

者
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

繰
り
返
し
来
て
く
れ
る
子

も
い
ま
す
。
最
初
は
遠
慮

し
て
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い

ま
す
が
、
だ
ん
だ
ん
積
極

的
に
ボ
ー
ル
を
追
う
よ
う

に
な
り
、
シ
ュ
ー
ト
が
決

ま
る
と
笑
顔
で
喜
ん
で
い

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

第
５
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
９
月
29
日
に
、
第
６

回
を
10
月
13
日
に
予
定
し

て
い
ま
す
。よ
か
っ
た
ら
、

上
越
に
サ
ッ
カ
ー
を
し
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
、
８
月
24
日
25

日
に
第
6
回
Ｊ
Ｆ
Ａ
レ

デ
ィ
ー
ス
・
ガ
ー
ル
ズ

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
IN
妙
高
（
Ｕ―

12
）
に

つ
い
て
で
す
。
県
内
チ
ー

ム
４
チ
ー
ム
、
県
外
チ
ー

ム
８
チ
ー
ム
の
12
チ
ー
ム

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は

大
会
形
式
で
行
わ
れ
ま
す

が
、
大
会
に
参
加
し
た
選

手
全
員
が
ピ
ッ
チ
に
立
つ

と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
今
回
参
加

し
て
く
れ
た
選
手
の
中
に

小
学
１
年
生
が
２
人
い
ま

し
た
。
上
の
学
年
の
お
姉

さ
ん
た
ち
に
混
ざ
っ
て
一

生
懸
命
に
ボ
ー
ル
を
追
い

か
け
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
上
越
地
区

で
は
、
既
存
の
大
会
に
加

え
て
新
規
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
既
存
の
イ
ベ
ン

ト
も
新
規
の
選
手
や
チ
ー

ム
が
参
加
し
や
す
い
、
参

加
し
た
く
な
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ

お
近
く
に
サ
ッ
カ
ー
を

や
っ
て
み
た
い
、
見
て
み

た
い
と
い
う
女
子
選
手
が

い
た
ら
、
遠
慮
な
く
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。



令和元年９月30日（5）

　

こ
の
度
、
2
年
連
続
3
回

目
の
バ
ー
モ
ン
ト
カ
ッ
プ
第

29
回
全
日
本
Ｕ―

12
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
へ
出
場
し
て
参
り

ま
し
た
。
は
じ
め
に
関
係
者

の
皆
様
に
こ
の
場
を
借
り
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

夏
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
サ
ッ
カ
ー
を
行
い
な
が

ら
、
週
1
回
、
室
内
で
の
ト

Ｊ
Ｆ
Ａ
バ
ー
モ
ン
ト
カ
ッ
プ
第
29
回
全
日
本

Ｕ―

12
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
に
出
場
し
て

エ
ル
・
オ
ウ
ロ
Ｕ
Ｋ　

江
口　

和
雅

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、選
手
、

ス
タ
ッ
フ
共
に
良
い
準
備
を

し
全
国
大
会
に
参
加
致
し
ま

し
た
。

　

結
果
は
、
1
勝
1
敗
1
分

で
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
敗
退

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

フ
ッ
ト
サ
ル
特
有
の
サ
イ
ン

プ
レ
ー
等
に
も
苦
し
み
ま
し

た
が
選
手
も
試
合
の
中
で
う

ま
く
対
応
し
ボ
ー
ル
を
動
か

し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
す
る
場
面

も
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

大
会
を
通
し
て
感
じ
た
こ

と
は
、
プ
レ
ー
ス
ピ
ー
ド
、

正
確
な
技
術
、
球
際
の
激
し

さ
な
ど
が
日
本
の
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
チ
ー
ム
と
ま
だ
ま

だ
差
が
あ
る
な
と
感
じ
ま
し

た
。
選
手
自
身
が
個
人
戦
術

を
磨
く
と
共
に
、
私
自
身
、

個
人
戦
術
、
原
理
原
則
を

も
っ
と
理
解
す
る
必
要
性
を

痛
感
致
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
大
会
に
参

加
で
き
た
こ
と
は
、
新
潟
県

サ
ッ
カ
ー
協
会
の
サ
ポ
ー

ト
。
県
内
の
指
導
者
の
方
に

よ
る
あ
た
た
か
い
激
励
。
各

地
区
の
ト
レ
セ
ン
ス
タ
ッ
フ

の
皆
様
。魚
沼
・
柏
崎
ブ
ロ
ッ

ク
の
チ
ー
ム
の
選
手
、
代
表

監
督
、
コ
ー
チ
の
皆
様
。
選

手
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
保
護
者
の
皆
様
。
様
々
な

支
援
を
頂
い
た
サ
ポ
ー
タ
ー

の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
致
し

ま
す
。
そ
し
て
共
に
様
々
な

苦
労
を
乗
り
越
え
た
選
手
た

ち
に
感
謝
致
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「tonan」第 9回北関東 U-12 サッカー大会について

アルビレックス新潟 U-12　監督　小林　高道

　アルビレックス新潟 U-12 は、スポーツデポカップ第 27 回新潟県 U-12 サッカー選
手権大会で優勝し 8月 2日（金）～ 4日（日）に群馬県で開催されました今大会に参
加させていただくこととなりました。
　強豪チームと真剣勝負の場を求めて目標としていた大会です。新潟県の代表として
優勝を目指して試合に臨みましたが、伊勢崎市あずまサッカースタジアムで行われた
予選リーグ。
　高崎中央 SS（群馬県）に 4対 3 で勝利したものの、Uスポーツクラブ（山梨県）
に 2対 3、箕郷フットボールクラブスポーツ少年団（群馬県）に 1対 2で敗れ、上位トー
ナメントに進むことができませんでした。
いせさき市民のもり公園汗の広場で行われた下位トーナメントでは、サーム FC（長
野県）に 2対 1、沼田サッカークラブ（群馬県）に 2対 2 の引き分けで PK 戦の末、
勝利することができました。
　全 24 チーム中、17 位という結果に終わり、目標としていた優勝には届きませんで
したが、5年生中心のメンバーで参加し、強豪チームとの試合を経験することができ
ました。
　この経験を無駄にせず、自分たちの
足元を今一度見直し、来年もこの舞台
に戻ってこられるように、努力を重ね
ていきたいと思います。　
　最後になりましたが、今大会出場に
際したくさんのご声援をいただき、ま
た新潟県サッカー協会、第 4種委員長
の大倉様にも現地まで足を運んでいた
だき激励の言葉をいただき心より御礼
申し上げます。今後ともアルビレック
ス新潟に温かい声援をよろしくお願い
いたします。

「t o n a n」第９回北関東 U - 1 2 少年サッカー大会

第 34回日本クラブユースサッカー選手権（U-15）大会に参加して
グランセナ新潟FCジュニアユース　監督　瀬戸　春樹

　８月 15 日より北海道の帯広で開催された、第 34 回

日本クラブユースサッカー選手権（Ｕ -15）大会に北信

越地域代表として出場いたしました。

　予選リーグでは、関東・関西・九州地域のチームと

の組合せになり、厳しい戦いが予測されました。守備

を固め、数少ないチャンスを逃さないことをチームの

共通認識としたことで、２勝１敗と勝ち点を積み上げ

ノックアウトステージへ進むことができました。

　ノックアウトステージでは、安易なミスが重なり、

ラウンド３２（初戦）敗退という悔しい結果で全国大

会を終えました。全国大会という舞台で、いかにリス

ク軽減をしながら試合を進めることが重要であるかを

思い知る結果となりました。今回、全国大会に出場し

たことで、全国レベルを知ることができました。選手・

指導者・クラブにとって、得るものが多い大会となり

今後の強化に向け一歩ずつ進んでいきたいと思います。

　最後になりますが、新潟県大会・北信越大会・全国

大会出場にあたり、関係者の皆様より多くのご支援ご

声援を頂き誠に有難うございました。この場を借りて

厚く御礼申し上げます。

長岡 JYFC　監督　山﨑　太一

　北海道帯広市で開催された第 34 回日本クラブユース
選手権 (U-15) に参加した感想として二つあります。
　一つは勝負を決める突出した個の能力です。
　特にストライカーやアタッカーの能力として、決定
力とスピードは必須です。
　必ず点を奪う、ボール持てば相手を剥がしていける
といった自信を漲らせてピッチに立つ。
　CB は対人の強さは当然で自分を優位にする駆け引
き、ビルドアップ能力に長けていなければなりません。
　二つ目には、チャンスとピンチを敏感に捉え『感じ
てプレーできる』こと。
　感じて動くスピードは考えることの 2.5 倍のスピー
ドと言われており、ここも大きな差でありました。
　そのためにはやはり『日常を変える』こと、これに
尽きます。
　トップを目指すのならば日々、ギラギラと鎬を削る
日々を過ごせるか。
　この環境を作り出すこと、それ以外にありません。
　最後になりますが今大会に参加するにあたり県内
チームの皆様や関係者皆様より多大なご支援とご声援
を頂きました。
　誠にありがとうございました。
　心より感謝申し上げます。

第９回 北関東 U-12 サッカー大会を終えて

ジェス新潟東 SC　代表　田村　　務

　この度、北関東 U-12 サッカー大会において優勝する事が出来ました。
　また、新潟県勢初優勝という事で炎天下のなか、最後まで諦めず戦い抜き、栄
冠を掴み取った選手達の姿に感動とともに、頼もしさと成長を感じました。
　今大会に向けてチームとして「攻守連動／保持・前進・フィニッシュ」を掲げ、
技術習得に加え、様々な状況下での判断力を身に付ける為のトレーニング等を積
んで参りました。
　選手達の取り組む姿勢や向上心が技術向上に繋がったと思います。
　そして何よりも選手達の「新潟県代表としての大会にかける想い」が素晴らし
い結果に繋がった最大の要因だと感じています。
　今大会は猛暑に加え、北関東のプレー強度の高い選手・チームとの対戦で非常
にタフなゲームとなりました。
( 決勝トーナメントの準決勝は先制され終了間際に追い付き、PK 戦で勝利。決勝
戦も先制され追い付き、終了間際に勝ち越し２- １勝利。)
　今大会は本当に選手、チームにとって、貴重なとても良い経験の場となりました。
　選手個人、チームとして、まだまだ高められる所は沢山あります。
　高いレベルで感じた事、学んだ事を今後
に生かし、これからも選手達の更なるレベ
ルアップ、可能性を最大限に引き出し、３
種・２種年代へと繋げていきたいと思いま
す。
　最後に今大会参加にあたり、開会式・レ
セプションを含め３日間、新潟県チームの
現地対応をしていただきました４種委員長
大倉様、ご尽力いただきました皆様、選手、
保護者様、チームスタッフ、ご支援、ご協
力いただいた全ての皆様に感謝の気持ちと
ともにお礼申し上げます。

　

刈
羽
ぴ
あ
パ
ー
ク
サ
ッ

カ
ー
場
を
会
場
に
今
年
も

『
刈
羽
村
ラ
ピ
カ
第
11
回
新

潟
県
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
Ｕ―

８
』
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
雨

模
様
で
少
し
肌
寒
さ
も
感
じ

ら
れ
た
大
会
で
し
た
が
、
当

日
は
台
風
の
影
響
も
あ
り
、

高
温
の
予
報
が
出
て
い
る
難

し
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し

た
。

「
刈
羽
村
ラ
ピ
カ
第
11
回
新
潟
県
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｕ―

８
」
開
催
に
つ
い
て

刈
羽
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ラ
ピ
カ
」　

大
図　
　

彰

　

私
は
役
員
と
し
て
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
サ
ポ
ー
ト
役
で

し
た
が
、
ピ
ッ
チ
に
い
な
く

と
も
猛
暑
を
感
じ
て
い
た
の

で
、
ピ
ッ
チ
を
駆
け
ま
わ
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
さ
ら

に
暑
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
も
子
ど
も
た

ち
は
朝
か
ら
元
気
い
っ
ぱ
い

な
の
が
印
象
的
で
し
た
。
勝

敗
も
大
切
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
意
義
で
あ
る
「
サ
ッ
カ
ー

を
楽
し
む
」
と
い
う
こ
と
が

見
て
い
て
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
コ
ー
チ
の
励
ま

す
声
、
保
護
者
の
方
々
の
応

援
す
る
声
が
ピ
ッ
チ
の
中
に

広
が
り
、
と
て
も
良
い
雰
囲

気
で
試
合
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

が
掲
げ
て
い
る
「
リ
ス
ペ
ク

ト
宣
言
」、
お
互
い
に
あ
り

が
と
う
の
念
を
こ
の
世
代
か

ら
伝
え
て
い
く
こ
と
は
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
も
大
切

な
こ
と
だ
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　

大
会
の
方
は
猛
暑
に
よ
る

暑
さ
の
影
響
も
あ
り
、
一
部

日
程
を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
な
り
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
フ
ァ
ー
ス
ト
の

考
え
か
ら
最
良
の
判
断
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
大

会
を
開
催
さ
れ
て
い
る
一
般

社
団
法
人
新
潟
県
サ
ッ
カ
ー

協
会
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
関
係
者
の
皆
様
に
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

刈
羽
村
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
「
ラ
ピ
カ
」
は
頑
張
る

子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
て
い

き
ま
す
。

アルビレックス新潟U-15　監督　内田　　潤

　予選リーグ　グループ K（名古屋グランパス、神

戸 FC、Forza`02）

　今大会でレベルの高いチーム、様々なスタイルの

チームと対戦できたことで素晴らしい経験ができま

した。1戦目と 2戦目の前半は素晴らしいパフォー

マンスだった。人もボールも良く動きチームとして

連動性ある攻守を披露できた。また、運動量・球際

のバトル・セカンドボールの回収など技術や判断力

以外の部分でも献身的にプレーできた。もちろん成

果もあり良いものは継続 / 進化させていきたいが、

今後は動きながらのプレーの質・ピッチ全体を見渡

した判断力の向上・1対 1 の攻守の部分にフォーカ

スしながら選手達と共に進んでいきたい。決勝トー

ナメント（横浜 FM ジュニアユース戦）からは格段

とレベルが上がった。正直もう少し良い勝負になる

と思っていたが、選手達は最後の最後までゴールを

目指しアディショナルタイムに 1点返すことができ

た。0-4 からの 1 点と思うかもしれないが、そんな

ことはない！とても価値のあるゴールだ。今後も謙

虚に献身的に進んでいきたい。



（6）令和元年９月30日

開催日：2019 年11 月23 日（土）・
　　　　　　　　　　　 24 日（日）
　　　　両日各２試合
     　　計４試合実施

会　場：新潟市陸上競技場
　　　　＊入場無料
　　　　＊組合せ、試合時間等の詳細は
            後日決定

以下のとおり皇后杯２回戦を
開催いたします。

昨年、準々決勝で惜敗したアルビレックス新潟レディースの
優勝を目指した戦いがこれから始まります。

力強いご声援をお願いします。

NiFAパラ・サッカー

フェスティバル2019のご案内

　新潟県サッカー協会では、多くの方々のご支援とご理解をいただき障
がい者サッカーの普及発展の第一歩とし、誰もがサッカーの楽しさに触
れられるように、誰もが心からサッカーを楽しめるように、サッカーファ
ミリー全体で新潟県のサッカーを豊かにしていくことを目的とし、継続
事業としてNiFA パラ・サッカーフェスティバル 2019 を開催します。
当日は多くの皆様にご来場いただき、観戦、参加をしていただきたくお
願い申し上げます。
　　　
日　程：2019年 10月 6日（日）
　　　　9時 00分～ 14時 30分
　　　　　　　　　　　　（終了予定）

会　場：聖籠スポーツセンター アルビレッジ

内　容：カテゴリーごとの体験会や教室、ミニゲームを実施
（予定）［カテゴリー］
　　　　　　　ブラインドサッカー、
　　　　　　　CP（脳性まひ）、
　　　　　　　知的障害、車椅子、
　　　　　　　その他

対　象：障害の有無を問わず、障がい者サッカーに興味のある方

参加費：無料

第41回　JFA 皇后杯
全日本女子サッカー選手権大会２回戦のご案内

フットサル国際親善試合開催報告
― アジア、そして世界で魅せろ、日本の誇りを ―

日本
代表 1 ― 2

タイ
代表

フットサル国際親善試合 2019
9 月 23 日（月・祝） 14：00 KICK OFF
シティホールプラザアオーレ長岡

　9月 23日（月、祝）、シティホールプラザアオーレ長岡にて新潟県初開催、フットサル日本代表とタイ代表の国際親善試合を開催した。試合は
1対 2でタイ代表に惜敗をしたが、満員の会場は大いに盛り上がった。
　会場には 1909人（報道発表）、満席の大観衆を集め、試合はタイ代表に 2点を先取され前半を折り返した。観客は、「ニッポン！ニッポン！」コー
ル、太鼓や手拍子をして大きな歓声をあげ選手を後押しし、後半は、全員攻撃に切り替えパワープレーを展開し終了間際にゴールを決め 1点を返
したが及ばなかった。初開催、スピードのある白熱した試合展開に会場も熱気に包まれた。
　日本代表は、試合に先立ち事前合宿を刈羽村・長岡市内で行ってきた。この勢いで10月に行われるアジア選手権予選に勝ち進むことを期待したい。

東日本大震災  復興支援

がんばろう   　 ニッポン！
サッカーファミリーのチカラをひとつに！

NiFAマスタープラン2007スタート
（一社）新潟県サッカー協会は、
英語名 :Niigata  Football Associationの略称を従来のNFAからNiFAに変更し、これを「ニーファ」
と読みます。
また、新たなスタートを切るNiFAを象徴するシンボルマークを作成。
４本の翼は新潟、上越、中越、下越の４地区協会を表し、新潟県の形も示しています。
そして４地区協会の飛躍による新たな新潟のサッカーをGOALに向かうサッカーボールで表現しました。
さらに濃いブルーは新潟の空と海、地域に根ざしたNiFAを表しています。
NiFAはさまざまなシーンでこのシンボルマークを使用していきます。

 NiFAの理念
サッカーを通じて豊かなスポーツ文化を創造し、県民の心身の健全な発達と社会の発展に貢献する。

 NiFAのビジョン
1.新潟県におけるサッカーの普及に努め、全ての県民がサッカーに親しむ環境を作り上げる。
　他の競技団体と連係し、スポーツをより身近なものとすることで、県民の健康で豊かな生活をサポートする。
2. 新潟県を代表するチームが日本のトップレベルで活躍できるようサッカーの強化に努め、新潟県出身プレーヤーが国内外で活躍するこ
とで、県民に勇気・希望・感動をもたらす。

３.常にフェアプレーの精神を持ち、国内外の人々との友好を深め、社会に貢献する。

 NiFAの目標2015
2015年には、健全でゆるぎない組織となり、６つの目標を達成する。
⑴新潟県内のサッカーファミリーが８万人となる。
⑵ Jリーグ、Lリーグに新潟県出身プレーヤーを合計で10人以上輩出し、日本代表フル代表、年代別代表等に選出される選手を輩出する。
⑶各カテゴリーの全国大会において、新潟県チームのいずれかが常にベスト４以上の成績を修める。
⑷ＪＦＬに加盟するチームを育成する。
⑸各カテゴリーの全国大会、国際試合を誘致、運営する。

 NiFAの目標2050
2050年にむけて、組織基盤をさらに強固なものとし、2050年までに以下の目標を達成する。
⑴新潟県内のサッカーファミリーが15万人となる。
⑵Jリーグ、Lリーグに新潟県出身プレーヤーが合計10人以上存在し続け、日本代表フル代表、年代別代表等に選出される選手を輩出し続
ける。
⑶日本で FIFAワールドカップが開催される際には、サッカー専用スタジアムで試合を開催する。

● ● スマイル＆チャレンジ ● ●

当協会にご支援いただいている法人各社

2007 年宣言の実現のため諸事業に取り組んでいます !!

 　　　 テレビ新潟　 ＢＳＮ新潟放送 
新潟日報　 東北電力　 総合生協
 　　　


